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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（８月１３日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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　今年もキッズブラウンの英語キャンプが 2泊 3日で行
われました。リバーサイドからは 15名も参加頂けまし
た。このキャンプは京都の教会がアメリカの宣教グルー
プと協力して行われ、今年で 3回目となります。宣教グ
ループが旅費の半額を負担し、残りの半分はお手伝いし
て下さる本人達が自己負担で来てくださっているので
す。宣教のために本当に感謝で頭が下がります。
　実はキッズブラウンの英語キャンプはここだけでな
く、仙台や他の地域でも行われています。神様の福音を
伝える絶好の機会となってきています。今回のキャンプ
でもノンクリスチャンの方々がたくさん参加しておりま
した。
そんな中で語られたのが「信仰」についてでした。
　信仰とはチョイス ( 選び ) し、アクション ( 行動 ) を起
こし、
絶対に諦めない事。
　きっと、この福音は夢を持てない子供達には大きな励
みになった事と思います。
　キャンプ中に、送った子供達の写メを見た妻からメー
ルが来ました。
「父さん。キッズブラウン、始めて本当に良かったね。
もう、キッズブラウンは父さんの手の離れた場所でも、
どんどん神様と歩いていってるね。まだまだ、これから
もだけど。(^^) 感謝だね。」・・と。
　私は「絶対に諦めない」という気持ちでキッズブラウ
ンを始めました。それが本当に良かったと改めて感じた
キャンプでした。ご参加ご協力くださった皆々様。感謝
です。

 詩 60～ 66　　　水63金65

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ
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（要約者：日名　陽子）
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今回も通読箇所の概要を説明いたします。60 篇は苦戦と一
時的な敗北の末の勝利を歌う、信仰の戦いの歌となってい
ます。61 篇は「弦楽器に合わせて」は新共同訳では「伴奏
付き」と表現しています。ダビデの生涯における事件を背
景とすれば、アブシャロムの謀反の時かもしれません。神
の都エルサレムから離れなければならない「地の果て」の
状況と、神の幕屋に帰ることを願い確信する信仰者の姿が
記されている。62 篇の「エドトン」は神殿の指揮者で、エ
タンとも呼ばれています。この詩篇は確信の詩篇である。
それは「ただ」「こそ」「まことに」と訳されている〈ヘ〉
アクが 6 回も使われています。神に従う生活こそ正しい生
き方であり正義であるという主張と確信が感じられます。
63 篇はダビデ王がアブシャロムの謀反によってエルサレム
から一時逃れて荒れ野にいた時が背景となっています。不
自由で困難な中でも、信仰者にとって神との交わりには不
自由はないことを伝えています。64 篇は、神を畏れない者
たちが自分の舌で勝利を得ようとしている姿を詳述し、そ
のむなしさと自滅に至る道を警告しています。人を傷つけ
る言葉の矢は自分に返って来ます。65 篇の主題は、豊かな
収穫を与えて下さる恵みの神への感謝となっています。罪
の赦しと救いの歴史的出来事に言及しています。過越の祭
に歌われた賛美歌です。66 篇は、国家的な危機からの救い
を感謝するものです。背景は不明であるが、13 節からは 1
人称になっているので、王が民を代表して神に感謝をささ
げていると考えられています。
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小根久保　伸彦

あぐりパーク

ナイライバンド合宿 in　牛窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。
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　日本では自動車免許で優良者に与えられるゴールド免許がある
が、実はゴールド免許の半数がペーパードライバーで死亡事故の
半数はゴールド免許者が起こしているそうです。クリスチャンも
優良な人生かもしれないが事故を起こさないわけではありません。
事故の原因はよそ見の事が多くて、信仰の人生と同じで、大切な
のはよそ見をせずに前を向いている事。問題が起きた時程前を向
かないといけない。聖書も人生も全体を見ないといけない。
　今だけしか見れないと、問題が起きると「なぜ？」と思い、一
喜一憂して多くの物を失ってしまう。「なぜ？」は自らを苦しめる。
悲しみに始まり、相手への怒りとなり、その怒りは自分に向き、
自責の思いになり、自分に劣等感をもたらし、絶望になってしまう。
自分は悪くない、相手が悪いと思って、怒ったまま終わる人もい
るが、どちらも同じ症状。どちらもあきらめに向かってしまう。
クリスチャンになってからも、あきらめたくなるような状況は何
度もあったが、あきらめないという決断をした事で今がある。もし、
あきらめていたら今のような祝福はなかった。

　　　中風の人の癒し
　脳梗塞か何かで、体の自由が利かなくなり寝たきりになった人
がいた。今から２千年も昔で治療方法もない時代。病は罪の象徴
だったので、病の人は差別され、あなたが悪いと言われ責められた。
イエス様が来て、この人を連れて行ったが、群衆が集まり建物の
中にはいれてもらえなかった。そのような状況で、見るべきなの
は４人の友人がどのように病にある人と向き合い、どうしてこの
人の病が治ったのかという事。
神は従う者に祝福を与える。従わない者には呪いがある（申命記
7：6～ 7：14）
これは今も変わらない。これを当時の人は自らの人生にあてはめ
ず、他者に当てはめていた。このフィルターで人を見て、愛し合
う場なのに、裁き合いとしてしまう。気をつけないと教会もその
様になってしまう。神様は自らを否む事は出来ない、自らの約束
は果たされるので、先祖の行いによって祝福を受けていた人もい
た。神様は間違った行いをしている人に罰を与えたりはしない。
立ち返るように何度でも声をかけ続ける。彼らに諦めなさい、あ
なたの人生は終わったとは言わない。自分が神様に従う様に生き
る事が大切で、これは、自分に向けるべき言葉。自分に向ければ
善となるが、相手に向ければ正義で裁く事になる。

　　　イエス様の方法
　イエス様は「友よ、あなたの罪は赦された。」と言われた。彼ら
の信仰を見て癒されたともある。神が働く姿とはこの様なもの。
信じようとする姿が大切。イエス様がしたのは、彼らの信仰に対
する応答と、お前が悪いと裁かれ続けてきた失望の回復。そのツー
ルとして癒しが起こった。私達の目は一時癒しに目が向きやすい
が、神様がされるのは私達が求める癒しや奇跡とは違う。私達の
失望していた心が変化する事こそが奇跡。
中風の人の友人は群衆に遮られて建物に入れなかったので、屋根
を壊してでもイエス様のもとに連れてきた。その信仰と真っすぐ
な心を見て癒しは起きた。神様はその人の心に応えるお方なので、
大切なのは心を真っすぐに神様に向ける事。傷ついて真っすぐに
向けなくなっている人に対して、イエス様は前に向ける様に話し
かけられた。罪人だと嫌われている人を友と呼び、その食卓につ
かれた。イエス様はその人の環境の変化ではなくて、心の変化の
為に環境を使った。その人の心を変える為に私達の想像とは違う
方向で関わっていかれた。神様はあなたの人生を変える為に関わっ
て来られる。だからこそ現実だけを見てはいけない。目線を変え
ないといけない。

　　　① 過去を断ち切る決断
　神様が変えたいのは、過去から生まれた私達の心。自分が立て
なくなったのは自分の罪のせいだと、自分を責めていた人にイエ
ス様は「立て」とは言わなかった。「あなたの罪は癒された」「友よ」
と言った。イエス様の目はその人の心に向いているのに、私達の
心が問題だけに向いていると本当の優しさがわからない。神様の
される事は一つ一つに意味がある。長い目で見ないとわからない。
日野原先生も、何度も死にそうになり、痛みを知り、ダビデも苦
しみに会った事は幸いです、神のおきてを学びましたと言った。
たとえクリスチャンでも問題に遭遇する。その時に大切なのは前
を向く事。
神様の計画は素晴らしい。将来の為にともに進む。
坂本龍馬を斬った男は、クリスチャンを迫害する為に生きていた
ような人だったが、やがて教会にふとした事で入り、訳も分から
ず涙が止まらないという経験をして、クリスチャンになった人。
坂本龍馬の養子となった人物も牧師になっている。龍馬の周りに
は多くのクリスチャンがいた。本当は加害者と被害者で上手くい

くわけはない関係なのに、将来の為に共に手を取って進もうと言っ
た。憎しみの中にいれば、何も変わらなかった。でも、悲しみを
捨てた。過去を断ち切る決断をした。今まではこうだったけど、
これからは前とは違うんだと前を向く決断をした。その事で、多
くの人が繋がって、福音が広がっていった。
悲しみが大切なのでも、悲しみから何かが変わる訳でもなく、悲
しみをきちんと理解し、乗り越える決断をし、過去を断ち切る人
生を選ぶ事が大切。それが人生の祝福に繋がる。

　　　②最悪を最善にする神。神が置かれた
　　　　ところで神に柔和に生きる。
　最悪だと思う時こそ、最悪を最善に変える神様がおられる事を
信じて欲しい。最悪の中から奇跡が起こる。でも、過去に支配さ
れたまま、自分のルールで向き合えば同じ。目線を変え神様から
の価値観に変える事。柔和とは、置かれたところで生きる木のよ
うな人生。折れない、恐れない、逃げない人生。自らの怒りに負けず、
その状況から自らを逃がさない決断。従順である事。イエス様と
共に十字架を強制的に背負わされたシモン（ギリシャ語；シメオン）
は周りから見れば犯罪者だったが、その与えられた役割に徹し、
徹底的にその場で仕えた。神様は旧約の時代にとことん祝福を奪
われた人達を新しい約束で回復している。私達は一つ一つしか見
えない。呪われたと言われ散らされたシメオン部族が、又集めら
れて祝福されている。

　　　　③愛され選ばれた者、シモン
　愛され選ばれたあなたを神様はシモンのように用いる。神様は
あなたが立派だから選んだわけではない。選ばれる理由が立派で
ある事ならば、立派でないと愛されないと思ってしまう。神様は
私達が祝福されていないのは嫌なので、置かれたところで柔和で
いる事を願われている。あなたの置かれたところで問題が起きた
のなら、価値観を変えて、逃げずに向き合わないといけない。今、
なぜこの状況にあるのか、神様は何をしようとしているのか、自
分の胸に手を置き、未来の為に共に進まなければならないと考え
る事が大切。これは自分を責める行為ではない。人に指さす行為
こそが自分を責める事。（人を指させば、３本の指は自分の方を向
いているから）
ヤコブ 4：8～ 9、2：13　神に近づきなさい。そうすれば、神は
あなた方に近づいてくださいます。罪ある人たち。手を洗い清め
なさい。二心の人たち、心を清くしなさい。あなた方は苦しみな
さい。悲しみなさい。泣きなさい。あなた方の笑いを悲しみに、
喜びを憂いに変えなさい。主のみ前でへりくだりなさい。そうす
れば、主があなた方を高くしてくださいます。あなたがたは、祝
福を受け継ぐ為に召されたのだからです。
憂いは百回愛すると書く。自らの罪に対して、何でこんな要素を
持っているのだろうと悲しまなければならない。喜んでいるふり
をしてはいけない。きちんと悲しんで、慰められると、喜びに変
えられる。苦しむとは、自らの本当の自分ではない姿と戦う苦し
みの事。笑いとは、偽りの笑いの事。笑ってごまかす事。これと
向き合う必要がある。喜びを憂いに変える。嫌な相手に愛を流す
事は自らにとっては憂い、悲しみかもしれない。人生の奇跡は赦
しと愛しかない。その前提には悔い改めがある。悔い改めと愛と
赦しが自らと相手に常に向かなければならない。
あなたは愛されて選ばれた存在です。だから、決断する必要がある。
私達の人生で大切なのは、過去を基に判断しない事。過去に出会っ
た痛みは、私達を同じ状況に落とし入れるので、これを断ち切る。
今までは怒って悲しみを消してきた。これでは解決にならない。
必要なのは、真っすぐに神様の前に出る事。そして、隣人の痛み
を知ったなら、この４人の友のように、意地でも連れていってあ
げないといけない。立てない人に「立て」というのではなく、導
かなければならない。でも、いつも同じ方法とは限らない。その時々
にベストな方法を選ばなければならない。立てる人には、自らで
立てる方法を導かなければならない。あなたは赦された者であっ
て、助ける人です。神様が繰り返し私達に伝えている事は、過去
を断ち切る事、自分を愛する事、自分を罰しない、責めない事、怒っ
てはならない事、神を見る事、悔い改めは自分を否定する事では
ないという事です。私達がしなければならない事は神様によって
変えられる人生を選ぶ事です。そして、周りに愛を流す支え手、
助け手となる事です。

「あなたの罪は赦された」
～あなたは支え手～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルカ5：17～5：26


